
東京２３区探索徒歩の旅

【２３】 港区

２０１４年１１月２９日（土）

２.港区紹介

企業が本社を最も多く構える区の一つであり、いわば日本のビジネスの中心である。

特に、虎ノ門・新橋・芝をはじめとしたオフィス街では、経済活動が非常に活発である。青山・赤坂など

の商業エリアや、六本木などの歓楽街、麻布・白金台などの住宅街、汐留・台場などの大規模開発

地区があり、さまざまな表情をもっている。東宮御所・迎賓館（赤坂離宮）をはじめとして芝公園・白金台

の自然教育園など緑地帯が豊富な自然環境である。

駐日大使館や外資系企業も数多く立地しており、外国人居住者も人口の約1割を占める。 江戸時代は広

大な武家屋敷と町人町が存在する街で、文京区と同様の混在した街であった。

1947年（昭和22年）3月15日、当時の芝区、麻布区、赤坂区が合併して港区となる。3区の合併時には各区

の関係者から新しい区名案が提出されて審議が進められ、区名の案の一つに「今後の我が国の発展は貿

易の振興にあるが、その素材とも言える東京港を抱合している」ことから「東港区（とうこうく）」が候補になる

も「東港区」では「東京都東港区」のように似た音が重なるので「東」の一字を除いて「港区」になった。

１．旅前の港区の印象

東京、港区。青山、赤坂、六本木、そして、麻布、高輪、白金台。なんと響きの良いことか。憬れの街～。

増上寺、泉岳寺、赤坂御苑。魅力的な場所。東京ラプソディー、素敵な旅が始まる。

【１】 はじめに １月 １日（水）
【２】 足立区 ２月 １日（日）
【３】 荒川区 ３月２３日（日）
【４】 板橋区 ３月３０日（日）
【５】 江戸川区 ４月１９日（土）
【６】 大田区 ４月２７日（土）
【７】 葛飾区 ５月３１日（土）
【８】 北区 ４月２９日（火）
【９】 江東区 ５月 ２日（金）

【１０】 品川区 ５月 ４日（日）
【１１】 渋谷区 ６月１４日（土）

【１２】 新宿区 ６月２１日（土）
【１３】 杉並区 ７月１９日（土）

【１４】 墨田区 ７月２７日（日）
【１５】 世田谷区 ８月 ９日（土）

【１６】 台東区 ８月１３日（水）
【１７】 中央区 ８月３０日（土）
【１８】 千代田区 ９月 ６日（土）
【１９】 豊島区 ９月２８日（日）
【２０】 中野区 １０月２１日（火）
【２１】 練馬区 １０月２５日（土）
【２２】 文京区 １１月２３日（日）
【２３】 港区 １１月２９日（土）
【２４】 目黒区 １２月



３．今回の港区徒歩の旅

１）ルートと全体概要

（１）往路

大月駅 → （中央本線） → 東京駅 → （山手線） → 新橋駅

（２）徒歩の旅

新橋駅 → 塩窯神社 → 鳥森神社 → 日比谷神社 → 旧新橋停車場 →

旧芝離宮恩賜庭園 → 浜松町駅 → 芝公園 → 増上寺 → 芝大神宮 → 愛宕神社 →

東京タワー → 麻布十番街 → 六本木ヒルズ → 東京ミッドタウン → 檜町公園 →

赤坂氷川神社 → 赤坂サカス → 赤坂御苑 → 神宮外苑イチョウ並木 → 青山 →

セントグレース大聖堂 → 根津美術館 → 岡本太郎記念館 → 有栖川記念公園 →

広尾駅 → 後楽園駅 → 東京ドーム（ＥＸＬＥ コンサート） → 水道橋駅

（３）復路

水道橋駅 → （中央本線） → 大月駅

旧新橋停車場

旧芝離宮恩賜庭園

東京ミッドタウン

塩竈神社

烏森神社

芝大神宮

東京タワー

愛宕山

岡本太郎記念館

六本木ヒルズ

増上寺

赤坂サカス



２）徒歩の旅 ドキュメント
５時３６分
起床。
曇、今にも雨が降りそうである。
実は、小生、まだ、酔っぱらっている。
昨日は、帰宅電車の中で、濱野屋（家内のパート先）
女子会ゲスト出演の御呼出し有。
最初は借りてきた猫状態、その後、御機嫌主役モード。
二次会まで行って、超盛上がり。帰って来たのは、御前様。
ま、家内も同伴だし、楽しかったので良しとしよう。

酔っ払いながら、今日は東京２３区徒歩の旅の２２回目、港区に行く。

東京２３区徒歩の旅もいよいよ終盤になってきた。
気合を入れて頑張ろう。

今日の夕方は、後楽園での EXILE TRIBE コンサート（４時間）
に家内と娘と行く予定である。

朝食は、ヨーグルトとトマトジュースのみ。
いつもの様に大月駅まで青い折笠プリウスαで送って貰う。
１６時半、東京ドームで会いましょう。

６時００分
快速東京行発車。
コーヒーを飲んで、目覚めよ、この頭。この体。
パソコンデータ整理で復活中。

７時５５分
新橋駅鳥森口。
ガード下の飲み屋街、この雑然として雰囲気好きです。

日比谷口にいくと、Ｃ１１蒸気機関車が堂々と止まっている。
上を見上げると「角ハイボールがお好きでしょ。」
思わず「好きですよ。」と言ってもうた。
Ｃ１１とハイボール、新橋らしくてたいへん良い。
EXILE TRIBEコンサートには、ハイボールを持参することにする。

８時１０分
新橋の街中を行く。
塩竈（しおがま）神社着。
猫ちゃんが出迎えてくれた。
寂れた感じでちょっと寂しい。
ここは、東京日野本社のすぐそば。

次に烏森神社。
飲み屋街の中にある。
ここは、コンクリート建屋できれいで
近代的である。
でも、とても神々しい雰囲気を
持っている。

新橋駅烏森口

塩竈神社と猫ちゃん

Ｃ１１蒸気機関車と角ハイボールポスター

近代的な烏森神社



８時４０分
再び新橋駅に戻り、汐留方面に向かう。
旧新橋停車場着。
とても良い雰囲気の建物。

先ずは鉄道唱歌♪
『汽笛一声（いっせい）新橋を
はや我（わが）汽車は離れたり
愛宕（あたご）の山に入りのこる
月を旅路の友として』

日本の鉄道開業は、日本初の鉄道路線である新橋駅 - 横浜駅
（現桜木町駅）間が、明治5年9月12日（1872年10月14日）に開業。
５年前は江戸時代、日本の国力と実行力に脱帽。

線路の幅は、現代と同じっぽい。

近くに超近代的なビル BiCE TOKYO。
その脇をゆりかもめが行く。
近未来的な光景。すごい発展性を持っている。
汐留地区は２１世紀ゾーンである。

８時５０分
新幹線のガードを潜ると日比谷神社。
都会の中の小さな神社。
新橋の鎮守様として、４００年の歴史を持つそうだ。
元は日比谷公園内にあったそうだが、江戸城拡張に
ともない、今の新橋の地に移転したそうだ。

ここから、線路沿の道を浜松町駅に向かう。

ＪＲＡビルと新幹線と紅葉。
絵になるなあ。

都会の黄色の枯れ葉道を行く。

９時０７分
旧芝離宮恩賜庭園着。
『旧芝離宮恩賜庭園は、東京都港区海岸に

ある都立庭園。
大久保忠朝上屋敷の庭園楽寿園が始まりで、
宮内庁管理の離宮を経て、大正13年（1924年）
東京市に下賜され、旧芝離宮恩賜庭園として
公開された。』

門から中を観る、良さげな庭園
である。
今日は、外から観るだけよ～。
あんたも好きねえ～。

旧新橋停車場

ＢiCE TOKYO

ＪRAビルと新幹線と紅葉 都会の黄色の枯れ葉道

小さな神社 日比谷神社

旧芝離宮恩賜庭園



９時１１分

ま直ぐ行くと浜松町駅。
御無沙汰です。

ここは、東京モノレールの発着駅。
よく来る所です。

大門駅近くの焼き鳥屋 ”秋田屋”

懐かしい～。

今は昔、自動車工業会のホイールボルト
分科会のリーダーだった頃、会議の後の

飲み会開始の時間を決めてから、本会議
を開始していた。

まとめ終盤では、一週間に二回程開催。

”秋田屋”には、必ず二次会で寄っていた。
ここのおばさん、我ら酔っ払いには、二合徳利を頼んでも、

一合徳利しか出してくれなかった。でも優しかった。

これらによって得られた事は、ディーゼル４社の会社を超えた
今でも付き合っている友人ができた事と大型車のホィールボルトを

ＪＩＳタイプからＩＳＯタイプに変更（関係者は改革と呼んでいる）
できた事である。

小生にとっては、人生の宝であり、技術者冥利に尽きる事である。

９時２４分

東京タワーに接近中。

芝東照宮着。
ここで紹介。
『芝公園の一角にあり、元来は増上寺内の社殿であった。

徳川家康が慶長6年（1601年）に還暦を迎えた記念に
自らの像を刻ませた「寿像」を、自身が駿府城に於いて

祭祀していた。
元和2年（1616年）家康は死去に際して「寿像」を祭祀する

社殿を増上寺に建造するよう遺言した。同年10月に着工し
翌元和3年（1617年）2月に竣工した。

この社殿は家康の法名「安国院殿徳蓮社崇誉道大居士」
より「安国殿」と呼ばれた。これが芝東照宮の起源である。』

日光東照宮、久能山東照宮、上野東照宮と並ぶ四大東照宮の一つ。
家康公の偉さを知る。

芝公園。
芝は枯れている。

明治６年に開園した、日本最も古い公園の一つ。
東京タワーは、やっぱ美しい。

浜松町駅

家康を祀る本殿

東京タワーに接近中

芝東照宮の鳥居

焼き鳥屋 秋田屋



旧台徳院霊廟総門。
『台徳院霊廟は、江戸幕府二代将軍徳川秀忠の霊廟建築。

芝増上寺に造営された。
江戸時代初期を代表するの豪華な彫刻で飾られ東京を代表する

観光地として知られていたが、東京大空襲で焼失した。
惣門のみが芝公園に残っている。』

増上寺。

徳川家の菩提寺として栄えた寺で、徳川１５台将軍の内、
６人の墓所がある。

ここで紹介
『空海の弟子・宗叡が武蔵国貝塚（今の千代田区麹町・紀尾井町

あたり）に建立した光明寺が増上寺の前身だという。
その後、室町時代の明徳4年（1393年）、酉誉聖聡の時、真言宗

から浄土宗に改宗した。この聖聡が、実質上の開基といえる。
中世以降、徳川家の菩提寺となるまでの歴史は必ずしも明らかで

ないが、通説では天正18年（1590年）、徳川家康が江戸入府の折、
たまたま増上寺の前を通りかかり、源誉存応上人と対面したのが
菩提寺となるきっかけだったという。
貝塚から、一時日比谷へ移った増上寺は、江戸城の拡張に伴い、
慶長3年（1598年）、家康によって現在地の芝へ移された。
風水学的には、寛永寺を江戸の鬼門である上野に配し、裏鬼門の
芝の抑えに増上寺を移したものと考えられる。
また、徳川家の菩提寺であるとともに、檀林（学問所及び養成所）が

おかれ、関東十八檀林の筆頭となった。』

大殿（本堂）は昭和４６年に４年かけて建てられた。
三解説門は国の重要文化財である。

聖勧説菩薩のその下で祈る女性が印象的だった。

増上寺大門。
これがこの地が大門と呼ばれる所以である。
その横に、粋なかわら（瓦）のかわや（厠）がある。
神々しくて、入れんかった。

芝大神宮
『もともとは、単に「神明」あるいは「神明宮」と称していたが、

武蔵国日比谷郷に鎮座していたことから「日比谷神明
（日比谷神明宮）」と、また飯倉御厨（後の武蔵国飯倉庄）に

鎮座していたことから、「飯倉神明（飯倉神明宮）」と、
さらに芝の地に住民が居留して町の様相を呈するに及び
「芝神明（芝神明宮）」とも称されるに至った。
また別に、伊勢神宮の内外両宮の祭神を祀ることから、
関東における伊勢信仰の中心的な役割を担い、
「関東のお伊勢様」とも尊称された。明治維新にあたり、
政府の教部省、太政官正院並びに東京府の許可のもと、
明治5年8月30日（1872年10月2日）より、現今の神社名

である「芝大神宮」を称す。』

女の神宮様が神々しく歩かれていた。

旧台徳院霊廊総門

聖観設菩薩と祈る女性

増上寺大門と厠

芝大神宮と女の神宮様

増上寺と東京タワー

増上寺の立派な三解説門


